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千葉大学環境リモ ー トセ ン シン グ研究セ ンタ ー
共同利用研究会報告集の発刊に当た っ て
環境 リモ ー トセ ン シ ング研究セ ンタ ー (C ER e S)は.1 9 95年
4月1E]に全
国共 同利用施設と して ｢リ モ ー トセ ン シ ング技術の確立と環境 へ の応用+ に関する
研究を目的と して 設置さ れた｡ 本報告集はその 活動の ひ とつ で ある共 同利用研究会
の 記念す べ き第1回の報告集で ある ｡ また ､ 本年度からスタ ー トする科学技術庁振
興調整費による ｢G P S気象学によ る水蒸気情報シ ステム の構築と気象学､ 測地学､
水文学 へ の応 用 に 関する研究(G P S/M E T J A P A N)+ の キ ッ ク オフ ミ ー
テ ィ ン グで もあ っ た ｡ GPS/MET JAPANに関して は本報告書の内藤勲夫博士 による概要
紹介 ､ および多く の方々 に よる研究成果 の報告に詳しく善かれ て い る通 りで あるが ､
C E Re S に おい て こ の 研究会が開催された意義に つ い て私なりに考 えてみ たい ｡
今後の環境研究は S y n e rgi s mが重要 になると思われるo すなわち ､ 複数
の 手法を同時に用 い た場合に､ それ ぞれの効力を増強 し合 っ て 現象の 理解 へ 達する
こ とがで きる ､ とい う ことで ある｡ リモ ー トセ ンシ ングを環境研究の 手法として応
用するためにはそ れ以外の情報を組み合わ せ て解析する技術が重要になる｡ そ の ひ
と つ が地理情報シ ス テ ム で あり ､ S y n c rg i s mを達成するための重要な手法
で ある. C E Re S の 一 部門で あるデ ー タ ベ ー ス研 究部門で はリモ ー トセ ン シ ン グ
･ 地理情報シ ス テ ム ･ モ デ リ ン グ ･ 地上観測を融合させ た研究を進めて おり ､ 環境
研究を総合化する ために 地理情報デ - 夕 べ - ス を重要 な手段 と考え て い る｡ GPS/MET
JAPANの課題の中に は ｢水蒸気情報デ ー タ ベ ー ス の構築+ と ｢水蒸気情報の学隙的
評価 . 利用 に関す る研究+ が想定されて い るが ､ まさにデ ー タ ペ ー ス研究部門で取
り組ん で行く ぺ き課題が含まれて い る ｡ 高時間 ･ 空間分解能の水蒸気情報と土地利
用 ､ 標高 ､ 等の 地理情報 ､ および衛星デ ー タや気象情報が地理情報シス テ ム上で融
合 したとき ､ 何 が見 えて く るの か ､ 興味 は尽きな い ｡ 微力ながらも GPS/MET JAPAN
の成果 に今後とも貢献して い く こと が で きれば幸 い で ある ｡
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